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教育委員会１２月定例会会議録 

１ 会議の名称  中之条町教育委員会 １２月定例会

２ 会議の期日  令和４年１２月２０日（火）

３ 会議の場所  中之条町ツインプラザ ２階 大会議室

４ 会議に出席した委員・教育長

   委員（教育長職務代理者） 高橋 久夫

委  員         山口 貴美子

   委  員         湯本 茂夫

   委  員         石田 優子

５ 会議に出席した職員

   こども未来課長     山本 伸一

   生涯学習課長      須﨑 幸夫

次長兼教育指導係長    田島 雄二

六合こども未来係長兼六合生涯学習係長  中沢 芳宏

総務係長         田村 深雪

６ 議   事

議案第１号  令和４年度教育費等予算の１２月補正予算について

７ 協議事項

   （１）部活動の地域移行並びに教職員の多忙化解消について

（２）令和５年度当初予算要求について

（３）その他

８ その他

（１）１２月定例町議会について

（２）問題行動及び適応指導教室「虹」、日本語サポート教室「未来」の状況について

（３）その他

    ①令和４年度中之条町はたちを祝う会について

②ウインター・イングリッシュ・セッションについて

    ③令和４年度第１６回群馬県ジュニア数学コンクールの結果について
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④その他

９ 事務連絡

・１月定例会：日程を調整し後日連絡する。 

※ １月の定例会の予定日時（１９日（木）午前９時３０分から）は都合が悪い委員あり。

１０ 開会

  午前９時３０分、高橋教育長職務代理者、教育委員会会議の開会を宣す。

１１ 会議録署名委員の指名

   こども未来課長が今回の会議の会議録署名委員に、石田優子委員を指名。

１２ 会期の決定

   会期の決定  本日一日限り

１３ １０月・１１月会議録の承認

   全員異議なく承認

１４ 報告事項

（１）教育長等執務報告

   こども未来課長より、令和４年１１月１２日から令和５年１月１９日までの行事等について

報告。

   （町議会第６回臨時会議、管内校園所長会議、第２回教育支援委員会、県市町村教育長協議

会、県市町村人事運営委員会、郡第２回人事運営委員会、吾妻郡町村教育委員会連絡協議

会総会（高橋職務代理同席）、文化財専門委員会、消防ポンプ車両移管式（高橋職務代理出

席）、ミュゼ運営審議会、県費教職員ヒアリング、町議会１２月定例会議、定例教育委員会、

第５回郡教育長会議、教育研究所講演会、ウインター・イングリッシュ・セッション、町

消防団出初め式、町「はたちを祝う会」、次回定例教育委員会など）

１５ 会議における議事の経過及び発言趣旨

議案第１号 令和４年度教育費等予算の１２月補正予算について

こども未来課長、生涯学習課長、議案資料に沿って中之条町議会１２月定例会議に提出した補正

予算の内容について説明。

・こども未来課：値上がりに伴う各施設の電気料、賄材料費の増額、児童の安全確保のための中之

条小学校校庭の支障木伐採手数料の増額、保育用備品購入費などを計上した。

・生涯学習課：値上がりに伴う各施設の燃料費、電気料の増額、施設修繕料の増額、文化財修繕料
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補助金などを計上した。

異議なく資料のとおり承認

１６ 協議事項

（１）部活動の地域移行並びに教職員の多忙化解消について

こども未来課長、資料について説明 

○中之条町部活動に係る方針（平成３０年５月作成、令和２年４月最終改正）

・県教育委員会において策定された「適正な部活動の運営に関する方針」に則り、「中之条町部活

動に係る方針」が策定され、各部の休養日、活動時間等についての方針が示されている。管内

中学校では、町の方針に基づいて各校の方針を決定している。

・適切な休養日の設定等

・休養日

  ・週当たり：週２日以上（平日に１日と土・日曜日のいずれか１日は必須）の休養日を設定

   する。

・長期休業中：土・日曜日は休養日とする。また、生徒が部活動以外にも多様な活動を行う

ことができるよう、ある程度長期の休養期間を設ける。

  ・活動時間

   ・平日：２時間程度で活動を終える。

・学校の休業日（学期中の土・日曜日を含む）：３時間程度で活動を終える。

  ・朝練習：放課後の練習時間が十分に取れる日は、原則として行わない。

 ○令和４年度 管内小中学校部活動調べ

 ・管内各学校に設置されている部の種目、部員数等を調査し、作成した一覧表

  ・中之条中学校：１３種目（運動部１１、文化部２）、種別２１。複数の部にボランティアの外

部指導者あり。活動日、活動時間は町方針に基づいている。

  ・六合中学校：５種目（運動部５）、種別１０。生徒数の減少、引退のため２種目は休部中。弓

道部は外部指導者に指導していただいている。通学距離が長いため活動時間が短い。

・中之条小学校：１種目（文化部１）、種別１。

 ○中之条町スポーツ協会 令和４年度専門部一覧

・町スポーツ協会に設置されている専門部の種目、活動状況、活動場所等の一覧表

 ・２１種目あり

 ・平日の夜間に活動している部が多いため、地域移行の受け皿となってもらう場合には、活動時

間の相談が必要。

○令和４年度中之条町スポーツ少年団単位団一覧表

・町スポーツ少年団に設置されている単位団の活動種目、練習日時、練習場所等の一覧表

 ・７種目、９団体あり

・平日の夜間、土・日曜日の昼間に活動している単位団が多く、地域移行の受け皿になりやすい
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 と思われる。

○『中之条スポーツクラブＫＥＹＡＫＩ』のチラシ

 ・中之条町にある総合型地域スポーツクラブ『ＫＥＹＡＫＩ』の活動内容を紹介している。

 ・ソフトバレーボール教室、スポーツ吹矢教室、ヨガ教室を定期開催しているが、部活動の種目

ではない物なので、地域移行の指導をお願いする場合には調整が必要になると思われる。

 ○１２月１９日の校長会での意見

 ・六合地区では種目によって草津町の教室や草津町・長野原町と合同のチームで活動している生

徒もいる。町単位ではなく郡や西吾妻地区・東吾妻地区単位で考えていく必要があるのでは

ないか。

（山口委員）

  子ども達のために丁寧な進め方を考えていかなければならない。少子化に対応するためには郡

全体で考える必要がある。教育事務所とも連携して検討して欲しい。

（石田委員）

  学校の先生が顧問をしていて外部コーチもいる場合、先生の負担は減っているのか。

（こども未来課長）

  外部コーチにはあくまでボランティアでサポートしていただいている。大会等への参加はでき

ないので、先生の負担は大きくは変わらないのではないかと思う。

（石田委員）

  現状では地域移行の受け皿がない状態なので、外部指導者と学校をつなぐパイプ役を作らない

と、外部指導者、学校ともに負担が増えてしまうと思う。

（髙橋教育長職務代理者）

  外部指導者がいる部でも全部の練習日に参加してもらうのは難しいようだ。資料を見ると、自

分が予想していたよりも外部指導者が多かった。外部指導者の負担が大きくなりすぎても困る。

顧問・子ども・外部指導者・保護者の関係をうまく築かないといけない。子どもの希望に沿った

活動ができるよう、いろいろな外部指導者に関わっていただけるようになって欲しい。顧問・副

顧問・外部指導者の連携をしっかり取って役割分担をしながら活動して欲しい。

（湯本委員）

地域移行を進める場合、種目が問題になると思う。現在ある物をなくすのは大変なことなので、

子どもの希望する種目を優先させるのか、町としてどの種目を設定するのか決める必要があるの

ではないか。

（髙橋教育長職務代理者）

  部員がゼロになった場合、その部はどうするのか。

（こども未来課長）

  廃部ではなく休部という形にして、入部希望者がいる年に再開させているようです。

（山口委員）

  今、顧問をしている先生方が部活動に対してどのように考えているか知りたい。

（こども未来課長）
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アンケートを実施してみたいと思います。

（山口委員）

  出来れば中之条町以外の地区の先生の考えも知りたいが、まず中之条町の先生方がどう思って

いるかを知りたい。自分はやったことのない競技の顧問にならなければならない先生もいるし、

いろいろな考えがあると思う。

（湯本委員）

  きちんとした指導ができないと大きなケガ、命に関わる問題が起き、責任問題が発生する。先

生方の意識調査をして考えを把握していく必要があると思う。学校とうまく連携が取れないと地

域移行したとしても長続きしないと思う。

（石田委員）

  人数が減ってもその部を存続させるのであれば、現在、外部指導者がいない部の指導者を探す

必要があると思う。

（こども未来課長）

  外部指導者がいない部でも、部活動が外部委託になる場合には指導を引き受けてもいいと言っ

ている人がいる部があるそうです。また、熱心な子どもは部活ではなく他市町村のクラブ等に入

って活動しているケースもあるそうです。先生のアンケートと学校の方針の確認をしたいと思い

ます。受け皿になってくれそうな団体と話をしてみてもいいのではないかと思っています。

（髙橋教育長職務代理者）

いろいろな情報を集めて、中之条町に合ったものを作っていきたいので、今後も検討していき

たいと思います。よろしくお願いします。

（２）令和５年度当初予算要求について

こども未来課長、生涯学習課長 資料により重点事項について説明。

 ・こども未来課：適応指導教室の指導員の１名増員、中之条小学校への心の相談員配置、中之条

小学校給食用エレベーター工事、小中学校情報機器セキュリティ対策、など

・生涯学習課：バイテック文化ホールの舞台照明設備の修繕、ツインプラザ外壁及び屋根改修工

事、総合体育館陸屋根改修工事の実施、など

  意見、質問等なし

（３）その他

 なし

〇午前１０時４８分：休憩

〇午前１０時５５分：再開

１７ その他
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（１）１２月定例町議会について

・一般質問、予算・決算特別委員会、文教民生常任委員会での各議員の質問と答弁の内容につい

 て報告

・こども未来課長より

  （中之条小学校と中之条中学校の電気料の補正額の違いについて、幼稚園・保育所での安全対

   策について、英検受験料補助事業について、部活動の大会派遣費について、スクールバス路

線について）

・生涯学習課長より

  （まちなか５時間リレーマラソン補助金の減額について、国際忍者学会全国大会について、中

之条大学への新型コロナウイルス感染症の影響について）

・その他

  ・旧西中学校とツインプラザの忍者資料の整理状況を視察

（２）問題行動及び適応指導教室「虹」、日本語サポート教室「未来」の状況について

次長兼教育指導係長より報告

・問題行動（不登校・別室登校、いじめ、問題行動）、適応指導教室「虹」、日本語サポート教室

「未来」の１１月の状況について

・適応指導教室「虹」

・通室する子どもが固定化してきた。小学生１～２名、中学生３名ほど。朝から「虹」に通室

し、途中から学校へ行くことが習慣になってきた。

 ・六合地区の子ども：家族の通院の都合で名久田の教室へ通室する事あり。同年代の子どもと

交流が持てることがうれしい様子である。

・日本語サポート教室「未来」

・小学生は遊びを中心に活動し、中学生は高校入試の面接の準備を行っている。

（３）その他

①令和４年度中之条町はたちを祝う会について

生涯学習課長より報告

・日時：令和５年１月８日（日） １３時開式 

・会場：バイテック文化ホール 大ホール

・対象：男７０名、女８４名、計１５４名

・教育長不在のため、高橋職務代理者に開式の辞、閉式の辞をお願いいたします。

②ウインター・イングリッシュ・セッションについて

 こども未来課長より報告

 ・令和５年１月６日（金）にツインプラザで実施予定。

・小学校５年生～中学校３年生 ３０名を募集

・現在の申込は小学生３名。今後２名ほど増える見込みである。
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③令和４年度第１６回群馬県ジュニア数学コンクールの結果について

 こども未来課長より報告

 ・群馬県ジュニア数学コンクール実行委員会より、７月定例会で後援の承認をいただいた同コン

クールの結果報告があった。 

 ・中之条中学校の生徒が、群馬県教育委員会 教育長賞を受賞した。 

④その他

 こども未来課長より、資料（教育長等執務報告）の訂正を依頼。

１８ 事務連絡

・１月定例会：日程を調整し後日連絡する。

※ １月の定例会の予定日時（１９日（木）午前９時３０分から）は都合が悪い委員あり。

１９ 閉会の宣言

   午前１１時２５分、教育長職務代理者、教育委員会会議の閉会を宣す。

＊＊＊ 次回の会議について ＊＊＊

     日程を調整し後日連絡する。

２０ 議決事項

議案第１号  令和４年度教育費等予算の１２月補正予算について

     （ 承 認 ）


